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研究成果の概要（和文）：　これまでの先行研究が強調してきた中央銀行制度に支えられた近代銀行業を導入す
ることによる決済システムの効率化は、多くの実証研究で明らかにされてきたが、主としてアジアやアフリカの
事例を捉えた時、それだけでは説明できない事実が見出された。そのような問題関心から、アジアやアフリカだ
けでなく、イングランドやオランダ、日本についても幅広く先行研究の再検討を図り、結論としてこれまでの先
行研究が「副次的」あるいは「インフォーマル」として重要視してこなかった各々の地域で伝統的に培われてき
た慣習や文化に根ざした決済システムの方から近代銀行業あるいは中央銀行制度の形は規定されていたと考える
に足る成果が得られた。

研究成果の概要（英文）： Most of the previous studies emphasize that the development of the modern 
banking backed by the central banking system have been able to promote to improve efficiency in the 
several kinds of payment systems. Mainly, in the cases of European countries and Japan, these 
previous studies have been accepted. However, in the cases of Asian and African regions, the payment
 systems have not been always able to be improved efficiency  in various economic and commercial 
transactions by the introduction of modern banking backed by the central banking system. Therefore, 
this project tried to show the nature of the payment system not only in the regions of Asia and 
Africa but also in European countries and Japan, and refined the functions of the payment systems 
from the viewpoint of the informal payment system. Informal systems mean the local and regional 
payment system based on the traditional culture and customs. In conclusion, we can find the crucial 
functions of the informal payments. 

研究分野： 近代アジア経済史

キーワード： 決済システム　近代銀行業　経済発展　インフォーマル
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　先行研究では、決済の役割を銀行制度の機能と結びつけて議論されることが多かった。換言すれば、中央銀行
の導入により銀行制度が整備されて整備されることによって決済も効率化されていくという議論であった。しか
し、アジアやアフリカの多くの地域において、銀行制度の導入が現地の経済活動を活発にしているとは言えな
い。
　ここでは現地の文化や慣習に根ざした伝統的な決済システムの役割に再び焦点を当て、銀行制度や中央銀行制
度の導入が決済の効率化を達成するのではなく、こうしたインフォーマルな決済システムと銀行制度がどのよう
に関係性を構築するかが大切であると強調する。こうした視座は現在の金融を考える上でも有益と言える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 決済システムに関して議論する時、その多くが銀行制度との関係で議論されてきた。特に中
央銀行制度がヨーロッパだけでなく世界各地で成立した 19 世紀以降は、中央銀行の役割と近代
銀行業の機能を基にして決済の役割を位置付ける議論に焦点が絞られる様になり、それまで各
地域で伝統的に醸成されてきた決済システムの機能と役割について議論されることが少なくな
っていた。こうした伝統的な慣習や文化に根ざした決済のあり方については、「インフォーマ
ル」なものとして捉え、むしろ銀行制度をはじめとした「フォーマル」なものに収斂されるべ
き存在として議論されてきた。本研究はこうした「インフォーマル」と認識されてきた世界各
地の決済システムの役割に再び焦点を当てると共に、むしろこれまでの先行研究が「インフォ
ーマル」であり、銀行制度の下に再編されるべき、と認識されてきた伝統的かつ地域の慣習や
文化に基盤を持つ決済システムがむしろ、新たに導入された銀行制度の姿を規定したと仮定し
て議論を始めることにした。 
 
 
２．研究の目的 
 中央銀行制度をはじめとする銀行制度が導入されることがその地域における決済の効率性を
最も高める唯一の政策的手段と捉える研究は、ヨーロッパ経済史だけでなく日本経済史でも大
勢を占めている。イングランド銀行や日本銀行の成立こそが近代国家として経済発展を遂げて
いく上で必要とされる決済システムを整備するために不可欠であると考える研究は、未だに多
く見受けられる。しかしながら、アジアやアフリカの事例を見る限り、中央銀行制度をはじめ
とする銀行制度の導入が、地域の経済活動における決済を必ずしも効率化させることに成功し
ていないことが実証的に明らかにされている。更に言えば、日本においても明治期後期になっ
ても日本銀行や近代銀行よりも地域の有力商店の信用の方が高いまま存在しており、日本銀行
や近代銀行が利用されていない地域が各地に存在していたことも最近の研究によって明らかに
されている。そして何より最も近代銀行業の役割が強調されてきたイングランドにおいても、
イングランド銀行の支店網の拡大によって決済システムの効率化が達成されたというこれまで
の議論の幾つかの主要論点が、多くの一次資料を駆使した昨今の研究で再修正が迫られてい
る。このように銀行制度の役割をあまりにも大きく捉えすぎているこれまでの先行研究に対し
て、彼らが「インフォーマル」と副次的に考えてきた決済システムに再び焦点を当てること
で、逆に伝統的な文化や慣習に根ざした決済システムこそが、現地における近代銀行業の業務
の姿を規定していたと考える。 
 
 
３．研究の方法 
 研究代表者をはじめとして研究分担者ならびに海外の研究協力者が各々の地域を対象とし
て、上記の問題関心から実証的な研究を進める。なお研究分担者の杉原と研究協力者の P. 
Hudson 氏と M. Metzler 氏にはグローバル・ヒストリーの視座から各研究の相互の関係性や位
置付けをして頂く。その上で年度のうち 1回は必ず国際ワークショップを開催してペーパーを
持ち寄って議論を進める。その上で各論文を 1冊の論文集として刊行するための準備を進める
とともに、2018 年の夏に開催される World Economic History Congress に参加して成果を各
国の研究者からコメントやアドバイスを受ける予定にしている。 
 
 
４．研究成果 
 国際ワークショップに関しては、2016 年度から毎年 1 回の予定で開催できた。関西大学を
会場として 2 回、そして 2018 年の 7 月にボストンで開催された World Economic History 
Congress にも参加して各自自らの研究成果を報告した。これらの成果に関しては、各々が自ら
の論文として発表しており、また様々な学会等の場でも成果として報告している。これらの成
果は以下のリストを参照して頂きたい。なおボストンで発表したペーパーに関しては、現在イ
ギリスの出版社と論文集の刊行に向けて相談を始めている。無事に契約が整えば、速やかにペ
ーパーの改訂作業を始め、1 日も早く成果を発表したいと考えている。そして内外の研究者と
ともに決済システムについて、新たな解釈で議論していければと考えている。 
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